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事故発生空間としての判定確率が高かった画像は，交差部に植樹があり，沿道施設の接近性な

どが確認された． 

 

5-2-3.無信号交差点における出会い頭事故地点の判別結果 

 無信号交差点における出会い頭事故地点を対象に分析を行う．上述の出会い頭事故の分析結果

を踏まえ，分析精度が高かった【距離 2（出会い頭事故あり交差点画像 804 枚，事故なし交差点

画像 779枚）】を対象に行った結果を表 5-7に示す．事故ありの判別精度は 64.3%である．使用し

た画像数が 1,000 枚以下であるにもかかわらず全出会い頭事故距離 2（表 5-6）の判別結果と同

等の精度が得られたことを鑑みると，無信号交差点における出会い頭事故には同調的な空間特性

が影響していることが示唆される． 

 

表 5-7 無信号交差点における出会い頭事故 

距離 2判別結果 

 

 

79.6％

79.8％

あり なし

あり 64.3% 35.7%
なし 43.5% 56.5%

無信号
出会い頭

推測結果

実物の
画像
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6．結論 

 

 本研究の成果を以下のように整理する． 

 

（1）高齢運転者の道路空間認知特性に関する基礎的整理 

 高齢運転者の空間認知に関する既往研究を整理し，特に老化による空間認知の影響を考察した．

結果，運転を「認知」，「判断」，「操作」のプロセスでみた場合，「認知」においては，主に加

齢による視力低下及び視野の縮小，柔軟性の低下によって空間を認知する能力に課題が生じ

ることが予想されること，この認知能力の低下は特に認知すべき範囲や対象が他の道路空間

より多い交差点で，大きな課題となることを明らかにした． 

 

（2）高齢運転者が加害者となる出会い頭事故発生箇所の抽出 

 愛知県警察本部より貸与を受けた 2012～2017 年に愛知県下で発生した交通事故データを用い，

高齢者が第一当事者となる出会い頭事故の発生割合が高い交差点を抽出し，その傾向について考

察した．結果，男性，女性ともに高齢になるに従い，発生箇所が特定の交差点に集約していく傾

向がみられることを明らかにした． 

 

（3）高齢運転者が加害者となる出会い頭事故発生箇所の空間特性の道路形状・土地利用特性によ

る定量化（平面特性） 

抽出した高齢者が第一当事者となる出会い頭事故の発生件数が多い交差点について，その枝数，

直角からの偏差角総和，施設面積，沿道土地利用など，道路形状・付属物等からみた空間特性を

整理した．また，当該データを説明変数とする出会い頭事故予測モデルを構築した．結果，空間

構造については，交差点枝数が増加すると性別や年齢にかかわらず有意に出会い頭事故件数が増

加すること，直角からの偏差角総和はいずれの属性においても有意とはならず，出会い頭事故の

発生に影響を与える空間特性とはいえないこと，男性は特に一般の場合，施設が多い空間では出

会い頭事故を起こしづらいこと，交差点形状については，女性の一般において有意となったもの

の，それ以外では影響がみられないことを明らかにした． 

また，空間土地利用については，男性の一般は比較的商業地域で出会い頭事故を起こす傾向が

みられるが，女性はすべての年代で起こしづらい傾向がみられること，男性は住居系の土地利用

において出会い頭事故を起こしづらい一方，女性は一般において住居系で出会い頭事故を起こし

やすい傾向がみられること，全般的に高齢になるに従い，用途地域内で出会い頭事故を起こす傾

向が低くなり，用途地域外の市街化調整区域や，白地地域といった施設等の少ない箇所での出会

い頭事故が多くなる傾向がうかがえることを明らかにした． 

 

（4）高齢運転者が加害者となる出会い頭事故発生箇所の空間イメージによる定量化（立面特性） 

交通事故が発生した交差点における画像を Google Street Viewから収集し，事故地点の空間特

性を識別させるための機械学習モデルを作成した．結果，いずれの判別精度も 60％台であり，高

い精度であったと考察できうる明解な結果が得られなかった． 
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（5）今後の課題 

 今後の課題として，ここでは本研究の中心的検討であった「高齢運転者が加害者となる出会い

頭事故発生箇所の空間特性の道路形状・土地利用特性による定量化（平面特性）」，および「高齢

運転者が加害者となる出会い頭事故発生箇所の空間イメージによる定量化（立面特性）」における

課題について整理する． 

 いずれにも共通する課題として，推定モデルの精度がある．「高齢運転者が加害者となる出会い

頭事故発生箇所の空間特性の道路形状・土地利用特性による定量化（平面特性）」において，構築

したモデルでは，比較的多数を占める事故件数がゼロとなる交差点の扱いが適切に対応できてい

ない．このようなゼロの多い事故のようなカウントデータにおいては，推定傾向が過大となりや

すいことが知られており，この扱いについて適切に処理していくことが求められる．例えば，一

般化線形モデルにおいて適用する確率分布に 01 の値を取るベルヌーイ分布とポワソン分布を混

ぜたゼロ過剰ポワソン分布を採用するといった一つの解法が提案されている26．このような手法を

採用するなどして，当該課題に対処していくことが望ましいといえる． 

 また，「高齢運転者が加害者となる出会い頭事故発生箇所の空間イメージによる定量化（立面特

性）」においては，判別精度の低さの原因として，事故箇所に限定できず対象交差点における全流

入部の画像を使用していることや，事故の発生時間帯，画像への自動車の映り込みなどを調整で

きていないことなどが考えられる．今後は，これらの要因をできるだけ最小限に抑えることと，

画像の構成要素を詳細に識別して判定するモデルを作成していく必要がある． 

 

                                                  
26 松浦健太郎：Stan と R でベイズ統計モデリング，共立出版社，2016. 


